
 

【 第 ４ 学 年 算 数 】 立 体 の 構 成 要 素 と そ の 位 置 関 係 を と ら え ，根 拠 を 示 し

て 説 明 す る 力 を 高 め る 。  

 
１  単 元 名    直 方 体 と 立 方 体  
 
２  単 元 の ね ら い  

(１ )立 体 図 形 の 構 成 要 素 に 着 目 し て ， 直 方 体 ， 立 方 体 の 特 徴 や 性 質 を と ら

え る 。  

(２ )直 方 体 ， 立 方 体 の 見 取 り 図 や 展 開 図 を 書 く こ と が で き る 。  

(３ )直方体と立方体の辺や面の垂直・平行の関係を理解する。  

  
３  指 導 計 画 （ 全 1 4時 間 ）  

 

 
 

 

 

 

 

 

４  指 導 の 構 想  
  本 単 元 で は ， 身 の 回 り に あ る 箱 を 仲 間 分 け し た り ， 立 体 を 切 り 開 い

た り ， 実 際 に 作 っ た り ， 展 開 図 か ら で き る 立 体 を 想 像 し た り す る 算 数

的 活 動 を 工 夫 す る こ と に よ り ， 立 体 図 形 に 対 す る 感 覚 を 豊 か に し ， そ

の 理 解 を 深 め る こ と を 大 切 に 指 導 す る 。  

  導 入 で は ， 身 の 回 り に あ る 箱 を 分 類 す る 活 動 を 通 し て ， ２ 年 生 「 は

こ の 形 」 の 学 習 を 想 起 さ せ ， 面 の 形 や 辺 の 数 の 理 解 を 深 め る 。  

  第 二 次 の 展 開 図 で は ， 直 方 体 を 切 り 開 く こ と か ら 始 め ， 展 開 図 の 性

質 を 理 解 で き る よ う に す る 。 そ し て ， 色 分 け し た 同 じ 形 の 面 を 貼 り 合

わ せ て 展 開 図 を 作 成 す る 活 動 を 通 し て ，同 じ 形 の 面 が ２ 枚 ず つ ３ 組 で

構 成 さ れ る こ と や ， 同 じ 形 の 面 は 決 し て 隣 に は な ら な い こ と ， 同 じ 長

さ の 辺 同 士 を 合 わ せ る こ と な ど に 気 付 か せ る 。こ の 直 方 体 で の 既 習 事

項 を 生 か し ，次 の 立 方 体 の 向 か い 合 っ た 面 が 展 開 図 で は ど の よ う な 位

置 関 係 に な る の か に 着 目 さ せ る 。そ の 際 ，貯 金 箱 を 作 る 活 動 を 通 し て ,

複 数 の 展 開 図 に つ い て 検 証 す る 力 を 付 け さ せ た い 。  

   第二次で，立体を作りながら展開図を構成する活動を十分に行わせることで，

第三次の面と面，辺と辺，面と辺の垂直や平行の関係について見取り図をもとに

イメージする活動を仕組む。  
  第四次の位置の表し方は，第三次での見取り図での縦，横，高さの概念を生か

して考えることができるようにする。  
 
５  本 時 の 指 導 （ 5／ 1 4時 間 目 ）  
 (１ )本 時 の ね ら い  

面 の つ な が り や 位 置 関 係 を と ら え ， 立 方 体 が 構 成 で き る 場 面 に つ

い て ， 根 拠 を 示 し て 説 明 す る こ と が で き る 。  

 

 

 

(２ )展 開  

 第 一 次   １ 時 間  直 方 体 と 立 方 体  

第 二 次   ４ 時 間  直 方 体 と 立 方 体 の 展 開 図  

第 三 次   ４ 時 間  面 や 辺 の 垂 直 と 平 行  

第 四 次   ３ 時 間  位 置 の 表 し 方  

第 五 次   ２ 時 間  練 習 ・ 発 展  



教師の働きかけ  学習活動と予想される反応  ・留意点  ◇評価  

・学習課題の提示  

 

 

 

・まずは，お金を入れ

る ふ た の 面 (赤 )以

外 の 箱 の 部 分 の 展

開 図 を 作 り ま し ょ

う。  

 

・班で発表し，仲間分

けをしましょう。  

１  上面のない立方体の展開図を作る。 

 

 

・何通りできるかな？  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・全部で 8通りになるね。  

 

・見本を見せて面の構

成に着目させる。 

・視覚的にとらえやす

く，また，説明する

際の手がかりとなる

よう，底面は青，側

面は黄，上面は赤の

貯金箱とする。 

・赤，青，黄色の正方

形をたくさん用意す

る。 

 

 

 

 

 

・まずは，㋔について

考えましょう。箱が

できないのは赤い面

をどこにつけたとき

でしょうか。理由も

説明しましょう。  

 

 

 

 

 

２  ふ た の 面 (赤 )が ど こ に つ く か 考 え

る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・①～④は，赤の面がふたになって

貯金箱ができる。  

・⑤は，黄の面と重なって箱になら

ない。  

・⑥も黄の面と重なるし，青の面と

隣 り 合 わ せ で は ， ふ た に な ら な

い。  

 

 

・展開図を１つ取り出

し，念頭操作で箱が

で き な い 理 由 に つ

いて説明させる。  

 

◇面の つな がり と 位

置関係をとらえて，

立 体 が 構 成 で き る

場 合 に つ い て 説 明

できたか。  

 

 

 

 

・他の展開図でもどこ

に赤の面をつければ

い い か 考 え ま し ょ

う。  

３  他の展開図でも考える  

・赤と青の面は

隣には決して

ならない。  

・黄の面と重な

らないように

赤の面を付け

る。  

・他の展開図でも同じ

こ と が 言 え る か 確

かめさせる。  

 

 

 

 

<課題１> 

面を５つ並べて，ふたのないカラフルな貯金箱の作り方を考

えましょう。全部で何通りできるかな？  

① ② ③ ④

⑤ ⑥

<課題２> 

お金を入れるふたの面（赤）をつけて，貯金箱を完成させま

す。どこに赤い面を付けると完成するでしょう？ 
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